「する」付加される英語借用語の語彙範疇化について―英語品詞と日本語品詞との関連性― by 野中, 博雄 & Nonaka, Hiroo
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はじめに
　英語がカタカナ語として日本語に借入される時、概
してその原語の品詞を保とうとする傾向がある。例え
ば英語名詞は名詞として日本語語彙範疇化され、英語
形容詞は形容詞として日本語語彙範疇化される。
　英語名詞借用の場合は主格助詞「が」、目的格助詞
「を」、対象格助詞「に」、所有格助詞「の」などを取
り、統語的には日本語の名詞と同じく振る舞う。下記
に英語名詞の借用例を示す。
（1） a. リボンがかわいい。 （主格）
 b. ノートを買う。 （目的格）
 c. ドアに貼り紙をする。 （対象格）
 d. ピアノの前に座る。 （所有格）
　また英語形容詞借用の場合は、「な」を付与して形
容詞化され、「に」を付与して副詞化される。また
「だ」を付与して形容動詞化される。日本語形容詞に
おいても「きれいな花」、「きれいに揃える」、「花がき
れいだ」のように形容詞化、副詞化、形容動詞化され
る。下記に英語形容詞の使用例を示す。
（2） a. ナイーブな性格だ。 （形容詞化）
 b. アクティブに活動する。（副詞化）
 c. 彼は大変クレバーだ。 （形容動詞化）
　「X」を英語より借入されたカタカナ語とした場
合、日本語「X する構造」で使用される英語の品詞と
日本語との関係はどうであろうか。『コンサイスカタ
カナ辞典』（第2版、三省堂、2004）によると「X す
る構造」が可能なカタカナ語402語中、原語である英
語が単独の品詞分類となる語は、動詞（119語）、名詞
（40語）、「動名詞（26語）、形容詞（1語）、副詞（1語）
となる。その他複合分類では、名詞・動詞（68語）、
動詞・名詞（96語）や、前置詞・形容詞・名詞（1語）
などの語も存在する。下記に例を示す。
（3） a. エンジョイする。 （動詞）
 b. エントリーする。 （名詞）
 c. プログラミングする。 （動名詞）
 d. ウォーミングアップする。 （形容詞）
「する」付加される英語借用語の語彙範疇化について 
―英語品詞と日本語品詞との関連性―
On the Lexicalization of suru-Appended English Loanwords: A Relationship between 
English and Japanese Parts of Speech
野中　博雄
要　約
　本論文は、英語借用のカタカナ語について、英語の品詞概念が借入後の日本語での品詞概念に影響するとの仮定
に基づき、「する」を付加されて日本語に借用される英語の日本語での語彙範疇を考察したものである。
　筆者は、「コンサイスカタカナ語辞典」（第2版、三省堂、2004）より、「する」を付加されて英語から借用した
402語を抽出し、英語の品詞を、『プログレッシブ英和中辞典』（第4版、小学館、2006）で確認し、「動詞」、「名
詞」、「動名詞」、「名詞と動詞」、「動詞と名詞」と分類した。サンプル語抽出の恣意性を排除するために rand 関数
を使った。それらの日本語での統語的特徴を観察し、英語借入語が日本語のどの品詞として扱われるべきかの考察
を試みた。
　結論として、『英語借用語のカタカナ語の「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」、「X する構造」における「X」
の日本語語彙範疇については、英語品詞の動詞性、名詞性の影響を受け、動詞性、名詞性を持った日本語動名詞と
しての統語的特徴を持つカタカナ語となる』とした。
キーワード：英語借用語、「X する構造」、「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」
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が、動詞の連用形には付かない。
⑤　尊敬語「お / ご～になる」や依頼表現「お / ご～
下さい」の構文において、動名詞と動詞連用形と
の共通性がある。
⑥　「～上手」との結合において、動詞と動名詞は適
格な表現となるが、名詞とは不適格になる2）。
　石野（1983）は軽動詞文で使用される語を名詞とし
て扱い、影山（1993）は動名詞として扱っている。
　さらに野中（2008）は「X する構造」で日本語語彙
範疇化される英語借用語の日本語での品詞を明らかに
するために、英語借用語の英語品詞を特定し、また
英語借用語と日本語対応動詞（和語）、日本語対応漢
語（漢語）を日本語動名詞特性の観点から類似点、相
違点を考察している。影山の指摘した日本語動名詞の
特徴である「～する」、「～方法」、「～人（にん）」、
「～人（じん）」、「～用」、尊敬語表現「お / ご～にな
る」、依頼表現「お / ご～下さい」、「～上手」の8項目
について、英語動詞借用語、それに対応する和語、漢
語を比較し、「英語動詞借用語は日本語動名詞に近い
語形成、統語的特徴を備えるが、結合する語によって
は、語種選択制限や語彙選択制限が働くものといえる」
3）と観察している。
　また野中（2009）は、「X する構造」、「X をする構
造」の可能な英語借用語の英語における品詞と日本語
として借用された後の品詞との関連性があると推定
し、原語の品詞分類と、「X する構造」と「X をする
構造」の語数分析をしている。その結果、以下の考察
をしている。
英語借用語の原語の品詞に「動詞概念」が含まれる場
合や「動詞概念」が借入時に付与された場合において
「X する構造」が可能となる。さらにその内「名詞概
念」も含まれる場合、「X をする構造」も可能となる
ことが観察された。またその統語的特徴から「日本語
動名詞」を設定して分析する方が、より適正にこの言
語現象を説明できることが確認できた4）。
　本論文の目的は、英語より借入して日本語で「X
する構造」、または「X をする構造」となる語につい
て、英語の品詞を「動詞」、「名詞」、「動名詞」、「名
詞・動詞」、「動詞・名詞」と分類し、rand 関数を使っ
て抽出したサンプル語から日本語での統語的特徴を観
察し、英語借用語が日本語のどの品詞として扱われる
べきかを明らかにすることにある。
 e. アヘッドする。 （副詞）
 f. アピールする。 （名詞・動詞）
 g. アシストする。 （動詞・名詞）
 h. マイナスする。 （前置詞・形容詞・名詞）
上記3a から3e までは原語の品詞分類が単独であり、
3f から3h までは複合分類となる。単独分類は5種類あ
り、複合分類は24種類ある。
　「X する構造」をとる語の内、「X をする構造」も可
能な語と、不可能な語が存在する。
（4） a. ディスカスする。
 b. * ディスカスをする。
 c. トリミングする。
 d. トリミングをする。
　4a は英語動詞の“discuss”が日本語の「X する構
造」に借用された例で、4b の「X をする構造」にお
いては使用不可となる（* マークで表す）。一方、
“trimming”は「X する構造」、「X をする構造」の両
方において使用可能となる。この違いは何に起因する
のであろうか。この理由を考察するのが本論文の目的
である。
　ここで「X する構造」と「X をする構造」の「X」
の品詞の取り扱いについて先行研究を概観しておきた
い。
　「～をする構造」（ここでの「～」は英語借用語
「X」と区別するために使われており、漢語やその他
の言語の借用も含まれる）は軽動詞文と呼ばれてお
り、漢語の借入の時も同じ現象が指摘されている。こ
の場合の「～」は名詞として扱うべきなのかそれとも
他の品詞として扱うべきなのかの疑問がある。石野
（1983）は『漢語の「勉強」は「勉強する」も「勉強
をする」の構文で使用され、どちらも名詞である』1）
としている。一方、影山（1993）は以下の①～⑥の統
語的特徴から名詞と動名詞を区別している。
①　動名詞は「する」で動詞化できる。通常の名詞は
動詞化できない。
②　動名詞は「方法」と結合する。動詞連用形や名詞
は結合できない。
③　「人（じん）」、「人（にん）」との結合において、
「人（じん）」と結合するのは名詞であり、動名詞
は原則的に「人（にん）」と結合する。
④　「用」との結合において、名詞、動名詞には付く
35
桐生大学紀要．第24号　2013
「アイディアライズ」であり、Yahoo Japan（平成25
年9月5日）で「“なアプリシエート”」、「“いアプリシ
エート”」で検索したがいずれも語例は無かった。日
本語形容詞の場合は「な形容詞」と「い形容詞」が考
えられるためそのような検索方法を採り、語例を探し
た。「アイディアライズ」も同様に行ったが、同じく
語例は無かった。
　残りのサンプル語については、「形容詞＋ X 構造」
が可能であった。以下に語例を示す。
（5） a. 余分なエキサイト
 b. 過激なアジテート
 c. お洒落なイルミネート
 d. 正常なイニシャライズ
 e. 豊富なデリート
 f. 主なノミネート
 g. 上手なイラストレート
 h. 総合的なリプレース
　「X をする構造」では、「エキサイト」、「アプリシ
エート」、「イルミネート」、「イラストレート」、「アイ
ディアライズ」が不可能で、その他は可能である。特
に「アプリシエート」、「アイディアライズ」は「形容
詞＋ X 構造」、「形容詞＋ X 構造」の両方とも不可能
である。これはこれらの語が名詞としての特性を持た
ないことを意味する。言い換えれば英語動詞がカタカ
ナ語として日本語に借入される時、英語動詞の影響を
受けているともいえる。
2． 英語動詞 ・名詞のカタカナ語
　ここでは「X する構造」の可能な402語中、語数2位
方　法
　本研究の基本的な手順は、「X する」で動詞化され
る英語借入のカタカナ語を抽出し、原語の品詞を分類
し、サンプル語の抽出を行い、「形容詞＋ X 構造」、
「X をする構造」での統語的特徴を観察することであ
るが、詳細な手順を示す。
①　『コンサイスカタカナ辞典』（第2版、三省堂、
2004）から「X する」で動詞化される英語借入の
カタカナ語を抽出する。結果として402語のカタ
カナ語が抽出された。
②　それらの英語での品詞分類について、『プログ
レッシブ英和中辞典』（第4版、小学館、2006）で
確認する。
　　この辞典の品詞は使用頻度の高い品詞から掲載さ
れている。
③　語数の多い順に上位1位から5位まで並べ、rand 関
数を使ってサンプル語を10語ずつ抽出する。これ
はサンプル語選択の恣意性を排除するためであ
る。結果として1位「動詞」（119語）、2位「動詞・
名詞」（96語）、3位「名詞・動詞」（68語）、4位「名
詞」（40語）、5位「動名詞」（26語）となった。
④　サンプル語の日本語での「形容詞＋ X 構造」、
「X をする構造」での統語的特徴を観察する。こ
れら2種の構造が可能な場合、「X」は「名詞」と
しての特性を持つことが言えると仮定する故であ
る。サンプル語の「形容詞＋ X 構造」、「X をす
る構造」での可能性については平成25年9月5日に
Yahoo Japan（http://www.yahoo.co.jp/）で検索し、
検討した。
英語借用語の品詞とカタカナ語の品詞の関係について
1． 英語動詞のカタカナ語
　まず「X する構造」の可能な402語中、語数1位
（119語）の英語動詞から rand 関数を使って抽出した
10語について、「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」
での統語的特徴を観察する。表1に示す。○はその構
文において使用可能を表し、×は不可能を表す（以下
の表においても同様）。
　表1より英語動詞借用のカタカナ語において「形容
詞＋ X 構造」が不可能な語は「アプリシエート」と
表1　英語動詞のカタカナ語の統語的特徴
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　表3より英語名詞・動詞借用のカタカナ語において
「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」とも可能であっ
た。さらに「形容詞＋ X 構造」が可能な10語の例を
下記に示す。
（7） a. 上手なリフォーム
 b. 便利なダイヤル
 c. 傲慢なエスコート
 d. 派手なプロテスト
 e. 急なパンク
 f. 痛快なスパーク
 g. 変なマーク
 h. 実践的なトレース
 i. 厳密なマッチ
 j. 完璧なスパイ
4． 英語名詞のカタカナ語
　ここでは「X する構造」の可能な402語中、語数4位
（40語）の英語名詞から rand 関数を使って抽出した10
語について、「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」で
のカタカナ語の統語的特徴を観察する。表4に示す。
　表4より英語名詞借用のカタカナ語において「形容
詞＋ X 構造」、「X をする構造」とも可能であった。
さらに「形容詞＋ X 構造」が可能な10語の例を下記
に示す。
（8） a. 永続的なロックアウト
 b. なだらかなドッグレッグ
 c. 正式なホール・イン・ワン
 d. 見事なタッチダウン
（96語）の英語動詞・名詞から rand 関数を使って抽出
した10語について、「形容詞＋ X 構造」、「X をする構
造」での統語的特徴を観察する。表2に示す。
　表2より英語動詞・名詞借用のカタカナ語において
「形容詞＋ X 構造」が不可能な語は「バッフ」（ゴル
フで , クラブで地面を打って球を高く上げること）で
あり、Yahoo Japan（平成25年9月5日）で「“なバッ
フ”」、「“いバッフ”」で検索したがいずれも語例は無
かった。また「X をする構造」は、10語すべてにおい
て可能であった。さらに「形容詞＋ X 構造」が可能
な9語の例は以下に示す。
（6） a. 攻撃的なバント
 b. 明確なリジェクト
 c. こまめなセーブ
 d. 必要なリワインド
 e. 大好きなハント
 f. 対立的なディクテート
 g. 冷静なアシスト
 h. 基本的なキープ
 i. 見事なトライ
3． 英語名詞 ・動詞のカタカナ語
　ここでは「X する構造」の可能な402語中、語数3位
（68語）の英語名詞・動詞から rand 関数を使って抽出
した10語について、「形容詞＋ X 構造」、「X をする構
造」でのカタカナ語の統語的特徴を観察する。表3に
示す。
表2　英語動詞 ・名詞のカタカナ語の統語的特徴
表3　英語名詞 ・動詞のカタカナ語の統語的特徴
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に示す。
（9） a. 簡単なソーティング
 b. 本格的なレコーディング
 c. 豪華なセッティング
 d. 華麗なスライディング
 e. 継続的なローリング
 f. ていねいなブラッシング
 g. ヘタなトリミング
 h. 綿密なプランニング
 i. お得なショッピング
 j. 下手なハミング
　この節では「X する構造」の可能な英語より借用し
たカタカナ語402語中、英語品詞を分類し、上位1位か
ら5位までの中からそれぞれ10語ランダムに抽出して
「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」での統語的特徴
を観察した。
　結果として「形容詞＋ X 構造」においては5分類か
ら10
語ずつを合計した50語中、47語が可能であり , 「X を
する構造」では50語中、44語が可能であった。また
「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」の一方が可能な
場合は50語中、4語あり、両方可能な場合は50語中、
43語あった。両方不可能な場合は50語中、2語あり、
その2語は英語動詞借用のカタカナ語であった。
考　察
1． 「形容詞＋ X構造」「Xをする構造」中の「X」の名詞性
　前節では、「コンサイスカタカナ語辞典第2版（三省
堂　2004）より、「する」を付加されて英語から借用
した402語を抽出し、英語品詞の語数の多い順に上位
1位から5位まで並べ、rand 関数を使ってサンプル語
を10語ずつ抽出したのち、「形容詞＋ X 構造」、「X を
する構造」での統語的特徴を観察した。その結果、英
語動詞借用のカタカナ語において「形容詞＋ X 構造」
が不可能な語は「アプリシエート」と「アイディアラ
イズ」であり、英語動詞・名詞借用のカタカナ語にお
いては「バッフ」のみ「形容詞＋ X 構造」が不可能
な語となり、英語名詞・動詞借用のカタカナ語におい
ては「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」とも可能
であった。また英語名詞借用、英語動名詞借用のカタ
カナ語においても「形容詞＋ X 構造」、「X をする構
造」とも可能であった。
 e. 必要なコーディネーション
 f. 一般的なパスボール
 g. 重大なエラー
 h. 滑稽なバイバイ
 i. 爽やかなグッドバイ
 j. グッドなバイ
5． 英語動名詞のカタカナ語
　ここでは「X する構造」の可能な402語中、語数5位
（26語）の英語動名詞から rand 関数を使って抽出した
10語について観察する。表5において「形容詞＋ X 構
造」、「X をする構造」でのカタカナ語の統語的特徴を
まとめた。
　表5より英語動名詞借用のカタカナ語において「形
容詞＋X構造」、「Xをする構造」とも可能であった。
さらに「形容詞＋ X 構造」が可能な10語の例を下記
表4　英語名詞のカタカナ語の統語的特徴
表5　英語動名詞のカタカナ語の統語的特徴
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漢語で言うと、「勉強する」は「勉強をする」は「勉
強をする」と同じだし、「出発する」は「出発をする」
と同じである。漢語の場合は、「○○する」は原則と
してすべて「○○をする」に還元される。「○○」は
常に名詞だと考えていいだろう5）。
ここでは日本語の「X する構造」、「X をする構造」の
品詞を名詞として捉えている。さらに英語借用のカタ
カナ語（石野は「外来語」と表現している）について
はこう考察している。
　　外来語の場合も、「スカウト」、「スタート」、「ス
トップ」、「スパート」、「スライス」、「スライ
ド」、「スリップ」など、原語において名詞と動詞
が同形であるものは多い。これらに「する」を付
けるときの手続きは、漢語の場合とまったく同様
だ6）。
　前節の分類からみると「スカウト」、「スライス」は
英語名詞・動詞タイプ（辞書での品詞表記は名詞、動
詞の順に表記されている）であり、「スタート」、「ス
トップ」、「スパート」、「スライド」、「スリップ」は英
語動詞・名詞タイプ（辞書での品詞表記は動詞、名詞
の順に表記されている）である。原語において名詞
性が含まれるので「X をする構造」が可能であるとい
えるが、果たして「X する構造」の場合も名詞と言っ
ていいのだろうか。これは原語の動詞性が「X する構
造」を可能にしていると考えられないだろうか。さら
に石野（1983）の観察をみてみる。
　　原語において名詞と動詞が別語形のものも少なく
ない。そういう語が外来語となったとき、どちら
の形に「する」を付けるかが問題だ。普通は動詞
に「する」を付ける。名詞に付けるのは、どちら
かと言えば例外的と言ってよいだろう7）。
　石野（1983）の観察では『原語の名詞と動詞が別語
形の場合は動詞に「する」を付ける』と述べている
が、表6に原語の名詞と動詞が別語形で日本語にカタ
カナ語として借入された語の「X する構造」、「X をす
る構造」での統語的特徴を示す。
　表6の語例からみると、確かに英語動詞の場合に
「X する構造」が可能であり、別語形の英語名詞の場
合は「X する構造」が不可能となっている。石野の観
察では『原語において名詞と動詞が同形である場合は
　英語動詞借用以外の英語動詞・名詞借用、英語名
詞・動詞借用、英語名詞・動詞借用、英語名詞借用、
英語動名詞借用には名詞要素が含まれており英語の品
詞が借用後の品詞に影響すると仮定すれば当然の結果
といえる。
　「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」のどちらかが
可能なカタカナ語の場合、あるいは両方可能なカタ
カナ語の場合は「X」に名詞性があるといえる。また
「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」の両方が不可能
なカタカナ語の場合は「X」に名詞性は無く、この場
合英語動詞借用のカタカナ語より抽出した10語のうち
2語が英語動詞の影響を受けていることがいえる。英
語動詞借用のカタカナ語より抽出した10語のうち3語
は「X をする構造」において不可能となっているが、
「形容詞＋ X 構造」において可能となっているので名
詞性はあると考えられる。
　前節1では英語動詞借用の場合サンプル10語のう
ち、2語が英語動詞の影響を受け、名詞的使用の例が
無かったが、その他の8語は名詞的使用の例となって
いる。このことについて考察する。英語は日本語に入
れられる時、英語にも日本語にも精通した話者が使い
始め、徐々にカタカナ語として定着する過程を辿るこ
とから、最初の話者達は英語動詞の束縛を受け、名詞
として使用される表現を控えたことが考えられる。さ
らに、英語動詞借用のカタカナ語は、日本語に借用さ
れる初期の段階においては名詞として使用される例が
無いか、または少なく、徐々に英語動詞の束縛が無く
なり（英語動詞から借用しているという認識がなくな
り）、名詞的な使用が増えていったと考えられる。い
わば「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」の両方が
不可能な英語動詞借用の2語は英語動詞借用のカタカ
ナ語が名詞的使用に移行する過程の残滓ともいえる。
2． 「Xする構造」 中の 「X」 の動詞性
　「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」において「X」
は2語を除いて名詞性を持つが故に可能となることが
いえるが、本論文において統語的特徴を観察した50語
はすべて「X する構造」が可能である。では「X」は
日本語の語彙範疇において名詞と捉えてよいのだろう
か。「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」、「X する構
造」における「X」はどのように捉えればよいかにつ
いて次に考察する。
　石野（1983）は、日本語の「X する構造」、「X をす
る構造」の品詞について次のように論じている。
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3． 「形容詞＋ X構造」 「Xをする構造」 「Xする構造」
における 「X」 の日本語語彙範疇
　次に「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」におい
て名詞性を持ち、「X する構造」において動詞性を持
つ「X」を日本語の語彙範疇でどのように捉えればよ
いのか考察する。
　本論文のこれまでの考察において、原語において名
詞概念、動詞概念の両方を有するのは英語動詞・名詞
借用、英語名詞・動詞借用、英語名詞・動詞借用、英
語動名詞借用であり、原語の動詞概念、名詞概念が
「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」、「X する構造」
において使用可能となる統語的特徴が説明できるとし
た。また英語動詞借用はカタカナ語使用のある過程で
名詞概念を付加され、英語名詞借用は同様に動詞概念
を付加されて［＋動詞 , ＋名詞］の語彙概念を持ち、
他の分類と同様の統語的特徴を持つとした。しかしこ
れらの語は石野（1983）の観察のように日本語におい
て単なる名詞ではないことが影山（1993）の観察に
よって分かる。影山は単なる名詞では「する」との結
合可能性がないことから、「名詞性を持った動詞（テ
ストする、プリントする）」8）と見ることを提案して
いる。次例を示す。
（10） a. 勉強（を）する
 b. 研究（を）する
 c. 発表（を）する
 d. * 感覚（を）する。
 e. * 学校（を）する。
 f. * 手紙（を）する。
　上例10a から10c の「勉強（を）する」、「研究（を）
する」、「発表（を）する」の「勉強」、「研究」、「発
表」は、明らかに10d から10f の「感覚」、「学校」、
「手紙」とは違い「X をする構造」、「X する構造」で
使用可能という統語的特徴がある。前者の語群を影山
は、その統語的特徴から「日本語の動名詞」として位
置付けている。「X する構造」が可能な語は漢語であ
れ、英語借用語であれ、「日本語動名詞」として扱う
ほうが、それらの統語的特徴の説明ができるとしてい
る。
　先行研究において述べた影山（1993）の日本語動名
詞と名詞の統語的特徴の違いの6項目のうち、次の4項
目が英語借用のカタカナ語について当てはまることを
野中（2009）が観察している9）。
名詞に「する」が付加されるが、名詞と動詞が別語形
の場合は動詞に「する」が付加される』となる。この
点について筆者は『原語の動詞性が「する構造」を可
能にし、原語の名詞性が「形容詞＋ X 構造」、「X を
する構造」を可能にする』と考えた方がより一般性の
ある観察になると考える。なぜならば「アジテート」
や「ノミネート」は英語動詞で、別語形の「アジテー
ション」や「ノミネーション」があり、『名詞と動詞
が別語形の場合は動詞に「する」が付加される』現象
の説明はできるが、「アジテート」や「ノミネート」
が「形容詞＋ X 構造」や「X をする構造」で可能に
なる現象は説明できない。原語が英語動詞のみとな
る「アジテート」や「ノミネート」の場合は、原則的
には「形容詞＋ X 構造」や「X をする構造」は不可
能であるはずだがそれらの構造での使用が可能となっ
ている。その理由は日本語話者が使用する中で、原語
の動詞概念（動詞性）に名詞概念（名詞性）が付加さ
れて使用可能となったと考えられる。この方法は原語
の動詞概念、名詞概念よりカタカナ語の日本語での統
語的特徴が説明でき、また例外的な現象においては、
言語使用の中で名詞概念、または動詞概念の付加より
転成（ここでは名詞を動詞的な語に変えたり、動詞を
名詞的な語に変えたりするという意味）したと考える
方がより一般性があると考える。さらに付け加えると
英語名詞借用で「X する構造」が可能な語例は本論文
のデータからみると40例あり、これは名詞概念が付加
された英語動詞借用の例とは逆に、英語名詞借用の場
合、原語の束縛では名詞概念のみを有するが故に「X
する構造」は不可能であったものが日本語カタカナ語
として使用する過程で動詞概念が付加されて「X する
構造」が使用可能になったものと考えられる。
表6　英語動詞 /名詞のカタカナ語の統語的特徴
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る構造」における統語的特徴を観察した。
　英語借用語の原語の品詞に「動詞概念」が含まれる
場合、「X する構造」が可能となり、「名詞概念」が含
まれる場合、「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」が
可能となった。この統語的特徴を説明するには、「日
本語動名詞」を設定して分析する方が、より適正にこ
の言語現象を説明できることが確認できた。したがっ
て『英語借用語のカタカナ語の「形容詞＋ X 構造」、
「X をする構造」、「X する構造」における「X」の日
本語語彙範疇については、英語品詞の動詞性、名詞性
の影響を受け、動詞性、名詞性を持った日本語動名詞
としての統語的特徴を持つカタカナ語となる』といえ
る。
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①　動名詞は「する」で動詞化できる。通常の名詞は
動詞化できない。
②　動名詞は「方法」と結合する。動詞連用形や名詞
は結合できない。
③　「用」との結合において、名詞、動名詞には付く
が、動詞の連用形には付かない。
④　「～上手」との結合において、動詞と動名詞は適
格な表現となるが、名詞とは不適格になる。
「X する構造」における「X」の日本語語彙範疇を影
山（1993）の提案である「名詞性を持った動詞」と
した場合、「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」の説
明に不都合が生じる。なぜならそれらの構造における
「X」は名詞性があるが、動詞ではないからである。
日本語動名詞は名詞性と動詞性の両方を持ち、それ故
に語彙概念に動詞性を必要とする「X する構造」での
使用を可能にし、語彙概念に名詞性を必要とする「形
容詞＋ X 構造」、「X をする構造」での使用が可能と
なると思われる。影山（1993）の言うように「X する
構造」の「X」を「名詞性を持った動詞」とし、石野
（1983）の言うように「形容詞＋ X 構造」、「X をする
構造」での「X」を「単なる名詞」と扱うよりも、
「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」、「X する構造」
における「X」を日本語動名詞とした統一概念により
統語的特徴が一般性を持って説明できる。
　本節での考察により、「英語借用語のカタカナ語の
「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」、「X する構造」
における「X」の日本語語彙範疇について」は「英語
品詞の動詞性、名詞性の影響を受け、動詞性、名詞性
を持った日本語動名詞としての統語的特徴を持つカタ
カナ語となる」といえる。
結　語
　本論文で筆者は、日本語「形容詞＋ X 構造」、「X
をする構造」、「X する構造」における英語借用のカタ
カナ語の語彙範疇について考察した。原語の品詞（ま
たは「動詞概念」、「名詞概念」）がそれらの使用可能
度に影響していることと仮定し、「X する構造」が可
能な英語借用のカタカナ語402語より原語の品詞によ
る分類をした。語数の多い上位1位から5位までの分類
は、1位「動詞（119語）」、2位「動詞・名詞（96語）」、
3位「名詞・動詞（68語）」、4位「名詞（40語）」、5位
「動名詞（26語）」となり、各分類よりランダムに10語
を抽出して、それらの「形容詞＋ X 構造」、「X をす
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On the Lexicalization of suru-Appended English Loanwords: A Relationship between 
English and Japanese Parts of Speech
Hiroo Nonaka
Abstract
　English loanwords transformed into Japanese have lexical categorization processes applied to them. This paper hypothesizes 
that the concept of part of speech in English influences the concept of part of speech in Japanese in the lexical categorization 
process. This study examines the Japanese lexical categorization of English loanwords which are suffixed with “-suru (to do)” 
(the X-suru construction) in Japanese.
　402 English loanwords which allow the X-suru construction in Japanese were extracted from the Concise Katakana Word 
Dictionary, 2nd edition (Sanseido, 2004), the English parts of speech were looked up in the Progressive English-Japanese 
Dictionary, 4th edition (Shogakukan, 2006) and classified into 5 categories in terms of English parts of speech: “Verb,” “Noun,” 
“Gerund,” “Noun/Verb,” and “Verb/Noun.” In each category, 10 words were selected randomly and observed in terms of 
syntactic behaviors in the Japanese “X-suru construction,” “Adjective + X construction” and “X-o-suru construction.” The 
Japanese lexical category for “X” was identified in these constructions.
　The results confirm the hypothesis that the lexical categorization of katakana words borrowed from English (X) in the 
Adjective + X construction, X-o-suru and X-suru construction is influenced by the nominal or verbal features of English, and 
that such words are categorized as a Japanese gerund with both nominal and verbal syntactic features.
Keywords: English loanwords, X-suru construction, adjective + X construction, X-o-suru construction
